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落南方約至k漁，㎡1予川に沿つて存在する、、

　馨．議　長瀞変成嶽

　長瀞変成岩は大滝部落南束部を菊　こ通る御荷鉾構遣

線によつて憾観，拷接し，これ意離下流新字郵ぞ市に灘．

る憲でかな参幅広く東霞1に分布す蕎．蒙野図幅によれ

ば，これ養　“野“．i帯と称し，本簿糖は環鯉鋳薪の頚罫

著しく多くなる、こ¢）1藷の際質は罎、。い麟馨質・華f灰質

二播蝿虹O“i右蜷講嚢三の星多翠鶏1である。

　珪質，珪馨質および石灰質岩聡　隣野1、／l帯の主体をな

すもヂ）は，懸驚質臼鵜鴇お、よび同質㊤メヤ瞥で凌）る肇1、1、．色

ないし瞭灰色，微矯曲構造をもち，縮緬様融縞状巻　　勤

るものが各穆舞鳳み1摂1灘る難歳懐物婁絹雲・母暴石蓑ラ斜長

翼などを主とレ，微細な恭麟からな蕎ことが劣い．

　贋墨絹雲母篠英片灘　再結晶が進み，石全様の炭質物

が波状の善線鶴集禽藩伏を“触勢恐．石英片黒は灰鷺魚、，

1、i色，淡緑色などを．し，灘　緩の藪、華観烈1状にみら

れ，，懸騨熱’瞬三ゐ穆象い鳥

　轟質石灰嚢　薄層とレて露出u，，灰薦色で片理が著u

く．麟縫叢ll欝緑／i石など騨）癖ll片を：散識。させ皿ぐい導。

毒．　糞慮質率灘造

　調麟i地域内は地質構造上，中央構薦線の響．部，す隷わ

転繍鎮露外，警に／、戴し，北．鮮只吉野州轍対レて／ポ｛ぐ流

から）長峯羨憂翼庸蝋拶父帯，そ跨繕部に時代未詳申生麟

と分碁られ蕎、，各地層の閥は誓・ずれもi嫌／琶，1で藁寛されてい

　長1離変成　1と秩父ン、・1墨傭の闘の断層は御荷鉾構滋鷺繕乾で，

地域内では川、1二村寺尾のi撰／こあたる難長瀞葦変成綴は騰部

的に不燈辮な輝態を示しているが，全体さごして鷺ごWに1

近い護粥で北轍無1斜し，擁鱗導構1縫轟黙罐靴誉二溝成されてい

る、｝

　謬父帯、烈欝代未薩l　l．履との隣建）断層は仏像線であつ

て餐地域内では祥i木ぎ）南1大遷付近を不規則な形で￥避澱

辮と一干枚1岩とが接づ榊る付1迂を1麟しぐ，やや東甦1に遜恐

ものと推定される。重喪父帯で発逮L，た石灰潔　　1は仏像線

以南で、灘激に小規模とな熱が，綴霞的には群彗蓄の問に判

然とした懸墾はみい貞ごし聴鶴いP

馨．　ダ　　、鳥

　辱．1入、之波ダムサイト地、藤

　入之波“ム講イト譲穫1醒寸近の地質は瞳礁煮麟で，主とし

て頁摩、籍砂暑・珪欝など轟蛋ひ、1で小規／莫紛1蕎灰岩を挾ん

でいるg…一葦没の薫向N騒｝～灘）’㌃》き傾1斜・憩～婆避翼鷺で牝

艶掛け．i．、1麟尊に購かつて単斜構董をしている。

　傷　堤紬部の1．1購よ　表1．のかぶ！）うすく，器盤の風

イヒもあまり・進んでいえζい、急

　，無、　調査燵、内には4寺にl！署磯難になるような断麟破孫墾；帯雌

認、めな㌧・嘩

　熔／　擢・βト遜鮮農はマ・ずれ｛　1騰で．嚢額嚢繋，亀叢畿少なく，

ダムサイト岩鷹籔七して陶鐸建、ギ、、はない窃

　（4，1　左岸は影窮れ癖鑑となず黛ぐい嶺から，牽顔彊1襟の豪糠理藤

の方向と毒是麟瓢鐙プび向おぎ）閣｛系には滋三意が必・藝要であ恐葺

　鶴　識墨郷の石灰轡／藩こ小規模のもので妻漏水φ原1蓉iに

なるよう毒、；　iiの形糞勢はない“

　難，窯　大遺ダム地、蕪

　大迫ダムま也、轄は糞寺ぞ楼末霊麹l　l　釜¢）越三質で季ぞ沙嚢・翼量ξ

・藩饗それに小規模φ石灰燐・輝緑凝灰涯を混え，大体

の走簿購伊臥傾斜灘～馨伊Nで，メ葎は流れ盤の形
を｛餐ウてい難、、

器3…一（露欝）



報　（第旙巻　鶏蚤帯）

　ダムセンター付近は砂岩・貰籍・珪岩が互層t。ている

から，ダム地質としぐ製か，風化帯触どに注意すれば難

点はないと思ち。

　との幾，煮に対しては’営；林覇においても地質調査を進め

てい灘轟

　馨爆　よ葬古・悲和鎧雛点

　上多古・北和田地点麺対しては．いずれも、1二流入之波

ダム・大追ダム計爾轍よつて決め牟，れる発電所の予定地P

，ζ、絃である沿

、地質は堅硬な古生屠で，発電贋地点潔して岩灘基盤に

問題はないが，ダムからの導水路が，左燦，右岸いずれ

も石灰岩帯を横切ることになる．この石灰旛には鐘乳洞

があるので，　（現に左1燦に不鋤窟という鐘乳溝がある）

この点註意しなければならないと思う。

　難．購　大滝ダムサイト地点

　大滝ダムサイ／・付近は長瀞変成躍，争類の珪嚢警質変岩にし

て軟質・靱性にとみ結晶質である．

　走向N25淘3◎濁￥季傾斜N黙3鋼でダムセンタ摩と走

向とは約瓢9で交わ診，晃掛け上，右1摩は谷ぴ）傾斜と地

麟の傾斜が逆とな渉，左岸では一数する．そのため右燦

は崖錐部が認められるのに対し，左岸は風化部が厚く露

頭も少ない．…方川の流れに対丸’ては両岸とも蝿、掛けの

傾斜は受盤乏な9ダム期盤とレて好都合である．

　この地点に対しては近畿地方建設燭が地質調査を行な

つている輩

　難、蕪　欝滝地点

　吉野州は新子から下流に向かつて大きく蛇行し，かつ

河幅が広くなつている．宮滝付近も洲巾は広いが，ここ

に調整池ダムの計画がある．その基盤は珪馨質片岩・珪

質片艦（石英稗岩）で，その上を円礫段丘堆積物が覆つ

ている。

　この円礫堆積は段登部をのぞいてあ諺轡厚いものでは

ないと考えるが，これは試錐その他によつて確認する必

要がある．

馨，結　　論

　紀ノ川水系霧野川は古期岩に属する砂岩・頁岩・珪

岩・石灰器・輝緑凝灰岩・珪馨質片岩類を横谷の形で横

切るから，1百川に沿つて計画されたダム，発電斯などび）

基盤岩としては適当と考える。しかしおのおのの地点付

近において地質条件が一様でない．特に石灰岩には空洞

が存筏すること，輝緑凝灰岩には軟弱な部分がある。よ

つてこれらの岩質的な点について濡意すべきである・

　　　　　　　　　　　　　　　（昭1鱒7蝦け1調糞）

孟）　地質調査所

の　地質調査所

鍵）松下

　　　文　献
　㌘ヲy蚤千・分のま野後購ll臨量および同説

明書，欝総

　轟万分¢）i犠質図幅吉野山・および同

説明書，欝欝

鰻本地方地質誌，近畿地方，朝禽書店，

至953

澱一（貌G）




